
脊椎外傷後の限局した大腿四頭筋筋出力低下の残存症例に対して	
ロボットスーツ HAL®単関節タイプによるリハビリテーションを	

行った 1例
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要旨：脊椎外傷患者に対し，術後よりロボットスーツ HAL®単関節タイプ（HAL®-SJ）を使用し良好な結果
を得た．症例は 24 歳，女性．第 2腰椎破裂骨折により大腿四頭筋に麻痺を生じ，9週間 HAL®-SJによるト
レーニングを行った．その結果，術後 2週目より介入 9週目に大腿四頭筋のManual Muscle Testing（MMT）
1からMMT4 までの改善を認めた．今回，脊椎外傷による大腿四頭筋の筋出力低下に対し，HAL®-SJによる
リハビリテーションで回復が得られる可能性が示唆された．
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